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第 1 回「航空分野におけるＣＯ2 削減取組に関する調査検討委員会」 
 

日時：2020 年 9 月 18 日（金） 

13：00～15：00 

場所：UD 神谷町ビル２階会議室 

（ウェブ同時開催） 

 

議事次第 

１． 開会 

２． 議事 

（１） 趣旨説明 

（２） 航空分野の気候変動対策を取り巻く現状について 

（３） 本邦エアラインの取り組み状況について 

     (４)   今後の予定について 

３． 閉会 

 

 

配布資料 

議事次第、委員名簿、配席図 

資料１ 趣旨説明 

資料２－１ 航空分野の気候変動対策を取り巻く現状 

資料２－２ 国際航空のＣＯ2 削減：ＩＣＡＯグローバル削減長期目標の策定状況 

資料３－１ 全日本空輸における気候変動対策の取り組み 

資料３－２ 日本航空における気候変動対策の取り組み 

資料４ 今後の予定 

参考資料 航空分野の気候変動対策を取り巻く現状 補足資料 
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